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◇市報は５日・２０日（１月と１０月は１日・２０日）に発行します。新聞折り込みのほか、市の施設、市内の各駅・郵便局・ＪＡなどで配布し、
小平市ホームページにも掲載しています。郵送をご希望の方は秘書広報課へ。 平成26（2014）. 11 . 20

エコドライブをしましょう渇市では１１月から１月末まで冬期自動車使用抑制キャンペーンを実施し
ています。日頃行っているエコドライブをもう一度見直すほか、週に一度は乗らないデーを合言葉に
自動車排出ガスを抑制しましょう。
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平
成　

年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る
市
税
の

２７

主
な
改
正
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

怯
個
人
住
民
税
（
市
・
都
民
税
）
の
改
正

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
期
限
が
、
平

成　

年　

月　

日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。

２９

１２

３１

ま
た
、
控
除
限
度
額
が
拡
充
さ
れ
ま
す

（
表
１
）。

　

上
場
株
式
等
の
配
当
・
譲
渡
所
得
等
の

軽
減
税
率
が
、
平
成　

年　

月　

日
で
廃

２５

１２

３１

止
さ
れ
、
本
則
税
率
に
な
り
ま
す
（
表

２
）。

怯
法
人
市
民
税
の
改
正

　

地
方
団
体
間
の
税
収
の
偏
り
を
是
正
す

る
た
め
、
法
人
市
民
税
法
人
税
割
の
一
部

が
国
税
化
さ
れ
、
地
方
交
付
税
の
原
資
と

な
る
こ
と
に
伴
い
、
法
人
税
割
の
税
率
が

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
改
正
後
の
税
率

は
、
平
成　

年　

月
１
日
以
後
に
開
始
す

２６

１０

る
事
業
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
（
表

３
）。

怯
軽
自
動
車
税
の
改
正

▽
原
動
機
付
自
転
車
や
二
輪
車
な
ど　

平

成　

年
度
か
ら
税
率
が
改
正
さ
れ
ま
す

２７
（
表
４
）。

▽
軽
四
輪
車
な
ど
（
三
輪
以
上
の
軽
自
動

車
）　

平
成　

年
４
月
１
日
以
後
に
初
め

２７

て
車
両
番
号
の
指
定
を
受
け
た
車
両
か
ら

改
正
後
の
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
な

お
、
初
め
て
車
両
番
号
の
指
定
を
受
け
て

か
ら　

年
を
経
過
し
た
車
両
は
、
平
成　

１３

２８

年
度
か
ら
重
課
の
対
象
と
な
り
、
経
年
車

の
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
（
表
５
）。

怯
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の
改
正

　

地
方
税
の
特
例
割
合
等
を
市
が
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
「
わ
が
ま
ち
特
例
」
の
対

象
に
、
特
定
の
公
害
防
止
設
備
や
業
務
用

の
ノ
ン
フ
ロ
ン
冷
凍
冷
蔵
庫
な
ど
が
追
加

さ
れ
、
次
の
よ
う
に
特
例
割
合
を
定
め
ま

し
た
（
表
６
）。
申
告
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

個
人
住
民
税
に
つ
い
て
…
税
務

課
市
民
税
担
当
緯　

（
３
４
６
）
９
５
２

０４２

２
・
９
５
２
３
、
そ
れ
以
外
の
税
に
つ
い

て
…
庶
務
担
当
緯　
（
３
４
６
）９
５
２
１

０４２

　

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
を
受
け
る
に

は
、
原
則
と
し
て
改
修
工
事
完
了
後
、
３

か
月
以
内
の
申
請
が
必
要
で
す
（
左
表
参

照
）。

※
要
件
や
提
出
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

税
務
課
家
屋
評
価
担
当
緯　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
２
５

怯
障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
お
互
い
に

尊
重
し
支
え
合
う
「
共
生
社
会
」
の
実
現

を
目
指
し
て

　

障
害
者
週
間
は
、
国
民
が
広
く
障
が
い

者
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
障
が
い
者
が
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
社
会
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意

欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
障
害

者
基
本
法
に
定
め
ら
れ
た
１
週
間
で
す
。

　

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も

が
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
、
支
え
合
う
社

会
の
実
現
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
る
機

会
に
し
ま
し
ょ
う
。

怯
第　

回
障
が
い
者
作
品
展

４０

日　

程　

▽　

月
２
日（
火
）〜
５
日（
金
）

１２

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

市
役
所

３０

１
階
北
側
ロ
ビ
ー

▽　

月
２
日
（
火
）
〜
７
日
（
日
）　

午

１２
前　

時
〜
午
後
４
時
（
２
日
は
午
後
１
時

１０
か
ら
、
７
日
は
午
後
１
時
ま
で
）　

中
央

公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

費　

用　

無
料

問
合
せ　

障
害
者
福
祉
課
（
健
康
福
祉
事

務
セ
ン
タ
ー
１
階
）
緯　

（
３
４
６
）
９

０４２

５
４
０
、
俊　

（
３
４
６
）
９
５
４
１

０４２

 　

障
が
い
の
あ
る
方
の
継
続
し
た
雇
用
創

出
の
取
り
組
み
と
し
て
、
市
内
の
障
が
い

者
施
設
の
製
品
（
ク
ッ
キ
ー
、
さ
き
織
製

品
、
木
工
製
品
な
ど
）
を
市
役
所
内
で
販

売
し
ま
す
。
一
般
就
労
を
目
指
し
て
い
る

障
が
い
の
あ
る
方
が
就
労
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
買
い

求
め
く
だ
さ
い
。

と　

き　
　

月
１
日
（
月
）
〜
５
日
（
金
）

１２

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

問
合
せ　

障
害
者
福
祉
課
緯　
（
３
４
６
）

０４２

９
５
４
２

 　
　

月
は
、
一
年
の
中
で
最
も
交
通
事
故

１２
死
者
数
や
交
通
事
故
件
数
が
多
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
落
ち
着
い
た
運
転
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

　

東
京
都
、
警
視
庁
、
区
市
町
村
で
は
、

関
係
団
体
と
協
力
し
、　

月
１
日
か
ら
７

１２

日
ま
で
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
交
通
安
全
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

次
の
重
点
事
項
に
沿
っ
て
、
市
民
一
人

一
人
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
る
と
と
も

に
、
交
通
安
全
の
実
践
を
通
し
て
交
通
事

故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
す
。

障
が
い
者
施
設
な
ど
の

製

品

を

販

売

Ｔ

Ｏ

Ｋ

Ｙ

Ｏ

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▽
子
ど
も
と
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止

▽
自
転
車
の
安
全
利

用
の
推
進

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

▽
二
輪
車
の
交
通
事

故
防
止

▽
違
法
駐
車
対
策
の
推
進

　

特
に
、
市
内
で
発
生
す
る
事
故
の
約
４

割
が
自
転
車
の
関
係
す
る
事
故
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
守
っ
て
安
全

運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
自
転
車
は
、車
道
が
原
則
、歩
道
は
例
外

▽
車
道
は
左
側
を
通
行

▽
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を

徐
行

▽
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

▽
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

問
合
せ　

小
平
警
察
署
交
通
課
緯　

（
３

０４２

４
３
）０
１
１
０
、
交
通
対
策
課
緯　
（
３
０４２

４
６
）
９
８
２
７

 　

市
で
は
、
美
し
い
野
火
止
用
水
歴
史
環

境
保
全
地
域
を
守
る
た
め
、
松
の
木
通
り

沿
い
遊
歩
道
の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
す
。

と　

き　
　

月
６
日
（
土
）　

小
雨
実
施

１２

集　

合　

午
前　

時
、
西
武
拝
島
線
東
大

１０

和
市
駅
南
側
広
場

※
解
散
は
正
午
を
予
定
。

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
、
企
業

ほ
か

定　

員　
　

人
３０

野
火
止
用
水
６
市

共
同
ク
リ
ー
ン
デ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

持
ち
物　

軍
手
、
タ
オ
ル

※
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
み　
　

月　

日
（
金
）
ま
で
に
、
電

１１

２８

話
で
、
水
と
緑
と
公
園
課
へ
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
８
３
１

 　

市
内
で
小
売
業
な
ど
を
営
む
事
業
者

が
、
市
内
建
設
事
業
者
を
利
用
し
て
改
装

や
改
修
な
ど
を
行
う
場
合
、
そ
の
工
事
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

※
補
助
内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

産
業
振
興
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
４

 　

市
で
は
、
地
震
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発

射
な
ど
の
緊
急
情
報
を
確
実
に
市
民
の
皆

さ
ん
に
お
伝
え
す
る
た
め
、
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
們
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
を
整

備
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
国
と
合
同

で
放
送
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
市
内
に
設
置
し
て
い
る
防
災

行
政
無
線
（
夕
方
に
「
愛
の
チ
ャ
イ
ム
」

を
放
送
し
て
い
る
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
）
か

ら
実
際
に
音
声
を
放
送
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
金
）　

午
前　

時

１１

２８

１１

放
送
内
容　
（
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）「
こ

ご
利
用
く
だ
さ
い

店
舗
改
修
等
の
補
助

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（ 
Ｊ 
們 
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ 
）
の

ジ
ェ
イ 

ア　

ラ　

ー　

ト

放

送

試

験

れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
（
３
回
繰
り
返

す
）。」、「
こ
ち
ら
は
、
防
災
小
平
で
す
。」

（
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）

※
全
国
一
斉
試
験
の
た
め
、
小
平
市
以
外

の
地
域
（
一
部
地
域
を
除
く
）
で
も
試
験

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

※
市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
で
放
送
し
た

内
容
を
、
電
話
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
自
動
音
声
応
答
サ
ー
ビ
ス
（
緯　

（
３

０４２

４
１
）０
７
９
３
）を
行
っ
て
い
ま
す
。
当

日
の
午
前　

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
放

１１

送
試
験
の
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

防
災
安
全
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
１
９

  　

大
掃
除
の
機
会
に
、
差
し
込
ん
だ
ま
ま

の
プ
ラ
グ
に
ほ
こ
り
が
付
い
て
い
な
い
か

点
検
し
、
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
に
よ
る
火

災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
と
は
、
コ
ン
セ
ン

ト
に
差
し
込
ん
だ
プ
ラ
グ
の
さ
し
刃
間
に

付
い
た
綿
ぼ
こ
り
な
ど
が
湿
気
を
帯
び
、

微
小
な
ス
パ
ー
ク
を
繰
り
返
し
、
や
が
て

さ
し
刃
間
に
電
気
回
路
が
形
成
さ
れ
、
出

火
す
る
現
象
を
言
い
ま
す
。

　

こ
の
火
災
は
、
隠
れ
た
部
分
で
発
生
す

る
こ
と
か
ら
、
発
見
が
遅
れ
、
思
わ
ぬ
被

害
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
込
ん
だ
ま
ま
の
プ

官
公
署
だ
よ

官
公
署
だ
よ
りり

電
気
火
災
を
防
ご
う

小
平
消
防
署

ラ
グ
に
、
緩
み
や
ほ
こ
り
が
な
い
か
点
検

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
使
用
し
て
い
な
い
電
気
製
品
の

差
し
込
み
プ
ラ
グ
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら

抜
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

小
平
消
防
署
予
防
課
防
火
管
理

係
緯　

（
３
４
１
）
０
１
１
９

０４２

 
怯
白
色
記
帳
説
明
会

と　

き　
　

月　

日
（
水
）・　

日
（
木
）

１１

２６

２７

　

午
前　

時
〜
正
午
、
午
後
２
時
〜
４
時

１０

と
こ
ろ　

東
村
山
青
色
申
告
会
会
館

怯
青
色
・
白
色
決
算
説
明
会

と　

き　
　

月
５
日
（
金
）

１２

▽
白
色
申
告
…
午
前　

時
〜
正
午

１０

▽
青
色
申
告
…
午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

と
こ
ろ　

市
役
所
６
階
大
会
議
室

 
対　

象　

事
業
・
不
動
産
所
得
の
あ
る
方

※
筆
記
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

東
村
山
税
務
署
個
人
課
税
第
１

部
門
・
指
導
担
当
緯　

（
３
９
４
）
６
８

０４２

１
１
内
線
４
１
２

  　
年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
額
を
確

認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え

白
色
・
青
色
申
告
の
方
へ

東
村
山
税
務
署

們
們
共　

通
們
們

国国国国国国国国国国国
民
年年年年年年年年年年年
金

怯　

月　

日
は
年
金
の
日

１１

３０

い
い

み
ら
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

年
金
事
務
所
で
は
、
休
日
年
金
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
相
談
に
お
越
し
の
際
は
、
年
金
手
帳
や

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」、
本
人
確
認
が
で

き
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

と　

き　
　

月　

日
（
日
）　

午
前
９
時

１１

３０

　

分
〜
午
後
４
時

３０と
こ
ろ　

武
蔵
野
年
金
事
務
所
（
武
蔵
野

市
吉
祥
寺
北
町
４
們　

們　

）

１２

１８

問
合
せ　

武
蔵
野
年
金
事
務
所
緯
０
４
２

２
（　

）
１
４
１
１

５６

 　

平
成　

・　

年
度
の
建
設
工
事
（
設
計
・

２７
２８

測
量
な
ど
を
含
む
）、
物
品
買
入
れ（
委
託

を
含
む
）の
登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　
　

月
３
日
（
水
）
〜
平
成　

１２

２７

年
１
月　

日
（
月
）

１９

 

検
索　

小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組
合

※
申
請
書
な
ど
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

れ
な
い
方
は
衛
生
組
合
事
務
室
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組
合

総
務
課
財
務
係
緯　
（
３
４
１
）４
３
４
５

０４２

競
争
入
札
参
加
資
格

登
録
申
請
の
受
付

小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組
合

HP

怯
ガ
ミ
ガ
ミ
マ
マ
を
卒
業
し
よ
う

　

子
ど
も
の
気
持
ち
が
わ
か
ら
ず
、
親
の

気
持
ち
が
伝
わ
ら
な
い
。
こ
ん
な
こ
と
を

少
し
の
工
夫
で
解
消
し
、
も
っ
と
楽
し
い

親
子
関
係
を
築
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　
　

月
５
日
（
金
）　

午
前
９
時

１２

　

分
〜　

時　

分　

９
時　

分
開
場

５０

１１

４０

４０

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

費　

用　

３
百
円

対　

象　

子
育
て
中
の
方

定　

員　
　

人
４０

※
保
育　

人
あ
り
ま
す
（　

か
月
か
ら
３

１５

１０

歳
児
（
未
就
園
児
）
ま
で
。
費
用
１
千
円
、

　

月　

日（
金
）ま
で
に
、
問
合
せ
先
へ
）。

１１

２８

内　

容　

親
業
ゴ
ー
ド
ン
メ
ソ
ッ
ド
を
使

っ
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

講　

師　

大
久
保
庸
子
さ
ん
（
親
業
訓
練

協
会
認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

申
込
み　
　

月
３
日
（
水
）
ま
で
に
、
電

１２

話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
問
合
せ
先
へ

（
先
着
順
）

※
小
平
は
ぐ
く
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参
加

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
（https:ssl.form

-m
ailer.jp/fm

s/2b9f7e9f327
623

）
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

問
合
せ　

市
民
生
活
部
市
民
協
働
担
当
緯

　

（
３
４
６
）
９
８
０
９
、
死dd0030

０４２

@
city.kodaira.lg.jp

　

地
域
密
着
型
映
画
制
作
を
全
国
で
行

い
、
今
ま
で
数
十
万
人
の
人
を
巻
き
込
ん

で
、
心
を
つ
な
げ
て
き
た
映
画
監
督
が
、

地
域
の
熱
量
を
高
め
る
手
法
と
そ
の
想
い

を
、
映
像
を
交
え
て
楽
し
く
語
り
ま
す
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
自
分
自
身

や
地
域
の
こ
と
を
振
り
返
り
、
参
加
者
同

士
の
つ
な
が
る
場
を
創
出
し
ま
す
。
き
っ

と
、
地
域
の
輪
が
広
が
る
新
し
い
発
見
が

あ
る
は
ず
で
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
日
）　

午
後
１
時

１２

１４

　

分
〜
４
時　

１
時
開
場

３０と
こ
ろ　

嘉
悦
大
学
Ａ
棟
２
０
１
教
室

費　

用　

無
料

定　

員　
　

人
８０

内　

容　

講
演
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

講　

師　

林
弘
樹
さ
ん
（
映
画
監
督
・
も

の
が
た
り
法
人
F
i
re 
Wo
r
ks
）

※
保
育
７
人
あ
り
ま
す
（
１
歳
か
ら
未
就

学
児
ま
で
。　

月　

日
（
木
）
ま
で
に
、

１２

１１

問
合
せ
先
へ
）。

申
込
み　
　

月　

日
（
金
）
ま
で
に
、
問

１２

１２

合
せ
先
へ
（
電
話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電

子
メ
ー
ル
可
、
先
着
順
）

問
合
せ　

市
民
生
活
部
市
民
協
働
担
当
緯

　

（
３
４
６
）
９
８
０
９
、
俊　

（
３
４

０４２

０４２

６
）
９
５
７
５
、
死dd0030@

city.k
odaira.lg.jp

 　

日
本
の
伝
統
的
造
形
文
化
で
あ
り
、
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
と
の
触
れ
合
い
も
生
ま

れ
る
優
れ
た
教
育
素
材
で
あ
る「
折
り
紙
」

を
初
歩
か
ら
学
び
ま
し
ょ
う
。

と　

き　
　

月　

日
〜
平
成　

年
２
月　

１２

１１

２７

２６

や
さ
し
い
折
り
紙
教
室

小
平
ユ
ネ
ス
コ
協
会

日
の
第
２
・
第
４
木
曜
日　

午
前　

時
〜

１０

　

時　

分　

全
６
回

１１

３０

と
こ
ろ　

小
平
元
気
村
お
が
わ
東
会
議
室

費　

用　

月
１
千
円
（
別
途
材
料
費
１
回

３
〜
４
百
円
）

定　

員　
　

人
１５

内　

容　

基
礎
か
ら
始
め
る
折
り
紙
（
ク

リ
ス
マ
ス
か
ら
お
ひ
な
さ
ま
ま
で
の
季
節

の
折
り
紙
）

講　

師　

森
谷
美
紀
子
さ
ん
（
日
本
折
紙

協
会
認
定
講
師
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
は
さ
み
、
定
規
、

ボ
ン
ド
（
工
作
用
）

主　

催　

小
平
ユ
ネ
ス
コ
協
会

後　

援　

小
平
市
教
育
委
員
会

申
込
み　

西
村
へ
緯
０
９
０（
３
８
０
０
）

４
７
１
１

 
怯
和
装
着
付
け
講
習
会　

新
春
の
装
い

と　

き　
　

月
７
日
（
日
）　

午
後
１
時

１２

〜
３
時

と
こ
ろ　

美
園
地
域
セ
ン
タ
ー

費　

用　

無
料

定　

員　
　

人
３０

持
ち
物　

着
物
、
帯
、
長
じ
ゅ
ば
ん
、
小

物
一
式
、
ひ
も

企
画
・
運
営　

小
平
市
日
本
舞
踊
連
盟

申
込
み　

花
柳
へ
緯　

（
３
４
２
）
０
５

０４２

７
３

 
と　

き　
　

月
６
日
（
土
）　

午
後
１
時

１２

〜
３
時
（　

分
置
き
に
実
施
）

３０

と
こ
ろ　

三
菱
電
機
ビ
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ

ス
叙
教
育
セ
ン
タ
ー
（
花
小
金
井
７
們　
１６

們
１
）

費　

用　

無
料

小
平
市
文
化
協
会

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の

安
全
な
乗
り
方
講
習
会

対　

象　

市
内
在
住
の
保
育
園
児
・
幼
稚

園
児
、
小
学
生
と
、
そ
の
保
護
者

内　

容　

正
し
い
乗
り
方
や
マ
ナ
ー
の
指

導
、
地
震
時
管
制
運
転
の
疑
似
体
験
（
希

望
者
の
み
）

※
ス
カ
ー
ト
で
の
参
加
は
不
可
。

主　

催　

三
菱
電
機
ビ
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ

ス
叙
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

後　

援　

小
平
市

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　

三
菱
電
機
ビ
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ

ス
叙
企
画
グ
ル
ー
プ
緯　

（
３
４
１
）
４

０４２

５
１
１（
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

  　

地
元
の
紙
工
作
作
家
ご
と
う
け
い
さ
ん

（
Ｋ
ｅ
ｉ 
Ｃ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
）
の
作
品
が
大
集

合
。
体
長
２
俊
を
超
え
る
キ
リ
ン
、
今
に

も
歩
き
出
し
そ
う
な
ペ
ン
ギ
ン
、
乗
り
物

や
昔
懐
か
し
い
家
電
な
ど
が
細
か
な
部
分

ま
で
再
現
さ
れ
て
お
り
、
紙
で
出
来
て
い

る
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
存
在
感
が
あ
り

ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
土
）
〜　

月
７
日

１１

２２

１２

（
日
）　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時
（
最

３０

終
入
館
は
午
後
４
時
ま
で
）

費　

用　

入
館
料
…
大
人
５
百
円
、
小
人

（
４
歳
〜
高
校
生
）
２
百
円

※　

歳
以
上
の
方
対
象
の
割
引
キ
ャ
ン
ペ

６０
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
平
日
限
定
、

　

月　

日
（
金
）
ま
で
）。

１２

２６

休
館
日　
　

月　

日
（
火
）、　

月
１
日

１１

２５

１２

（
月
）

問
合
せ　

多
摩
六
都
科
学
館
（
〒　

們
０

１８８

０
１
４　

西
東
京
市
芝
久
保
町
５
們　

們
１０

　

）
緯
０
４
２
（
４
６
９
）
６
１
０
０

６４

★

★

多
摩
六
都

　
　

科
学
館

★
ご
と
う
け
い
の

紙
工
作
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

 
怯
２
０
１
４
こ
だ
い
ら
国
際
交
流
芸
術
展

　

芸
術
を
通
し
て
国
際
交
流
を
深
め
る
た

め
、外
国
の
方
々
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

最
終
日
に
、
出
展
者
を
交
え
て
誰
で
も

参
加
で
き
る
交
流
会
が
あ
り
ま
す
。

と　

き　
　

月
２
日
（
火
）
〜
７
日
（
日
）

１２

　

午
前　

時
〜
午
後
６
時
（
７
日
は
午
後

１０

３
時
ま
で
）

※
交
流
会
は
７
日
（
日
）
の
午
後
１
時　
３０

分
か
ら
３
時
ま
で
。

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
２
階
展
示
室

（
西
武
線
小
平
駅
南
口
下
車
徒
歩
３
分
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　

用　

無
料

主　

催　

小
平
市
国
際
交
流
協
会
、
小
平

市問
合
せ　

小
平
市
国
際
交
流
協
会
緯　
０４２

（
３
４
２
）
４
４
８
８
（
日
曜
・
火
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

 
怯
津
田
塾
大
学　

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
連
動

企
画
展
示

▽
綾
佳
子　

墨
彩
画
展

　

幻
想
的
で
美
し
い
墨
絵
が
、
ク
リ
ス
マ

ス
を
彩
り
ま
す
。

と　

き　
　

月
４
日
（
木
）
〜　

日
（
木
）

１２

１８

（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）　

午
前
９
時

〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

小
平
キ
ャ
ン
パ
ス
津
田
梅
子
記

念
交
流
館

費　

用　

無
料

問
合
せ　

津
田
塾
大
学
総
務
課
緯　

（
３

０４２

４
２
）
５
１
１
１

怯
津
田
塾
大
学
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

と　

き　
　

月　

日
（
水
）　

午
後
５
時

１２

１０

〜
６
時　

分
（
予
定
）　

４
時　

分
開
場

３０

３０

と
こ
ろ　

小
平
キ
ャ
ン
パ
ス

費　

用　

無
料

定　

員　
　

人
７０

出　

演　

コ
ロ
ン
え
り
か
さ
ん

小
平
市
国
際
交
流
協
会

公

開

講

座

申
込
み　

津
田
梅
子
記
念
交
流
館
事
務
室

へ
緯　

（
３
４
２
）
５
１
４
６
、
俊　

０４２

０４２

（
３
４
２
）
５
１
０
９

怯
津
田
塾
大
学
ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
セ
ン
タ
ー

▽
希
望　

Ｃ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ　

第
５

回　

希
望
へ
の
意
志
と
支
え　

ネ
イ
テ
ィ

ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
表
現
文
化

と　

き　
　

月　

日
（
月
）　

午
後
１
時

１２

１５

〜
２
時　

分
３０

と
こ
ろ　

小
平
キ
ャ
ン
パ
ス

費　

用　

無
料

定　

員　
　

人
５０

講　

師　

山
口
順
子
（
津
田
塾
大
学
学
芸

学
部
国
際
関
係
学
科
教
授
）

申
込
み　

は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
問
合
せ
先
へ
（
受
講
で
き
な
い
場
合

の
み
、
連
絡
し
ま
す
）

問
合
せ　

津
田
塾
大
学
ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
セ

ン
タ
ー
（
〒　

們
８
５
７
７　

津
田
町
２

１８７

們
１
們
１
）
緯　
（
３
４
２
）５
１
４
７
、

０４２

俊　

（
３
４
２
）
５
１
４
４

０４２
怯
白
梅
学
園
大
学　

発
達
・
教
育
相
談
室

研
修
会　

多
職
種
の
視
点
を
学
ぶ

▽
集
団
の
中
で
気
に
な
る
子
を
ど
う
捉
え

る
か

と　

き　
　

月
９
日
（
火
）　

午
後
６
時

１２

　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

白
梅
学
園
大
学

費　

用　

１
千
円

講　

師　

飯
野
雄
大
（
白
梅
学
園
大
学
発

達
臨
床
学
科
講
師
、
発
達
・
教
育
相
談
室

相
談
員
）

※
申
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

白
梅
学
園
大
学
・
地
域
交
流
研

究
セ
ン
タ
ー
緯　
（
３
４
６
）
５
６
３
９
、

０４２

俊　

（
３
４
６
）
５
６
５
２

０４２
怯
白
梅
学
園
大
学　

第
８
回
白
梅
子
ど
も

学
セ
ミ
ナ
ー　

育
て
る
こ
と
の
哲
学

▽
被
虐
待
児
と
家
族
の
支
援
か
ら
み
え
て

く
る
、
子
育
て
で
大
切
に
し
た
い
こ
と

と　

き　
　

月　

日
（
土
）　

午
後
１
時

１２

１３

　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

東
大
和
市
民
会
館
ハ
ミ
ン
グ
ホ

ー
ル
（
東
大
和
市
向
原
６
們
１
）

費　

用　

２
千
円

定　

員　

５
百
人

講　

師　

増
沢
高
さ
ん
（
子
ど
も
の
虹
情

報
研
修
セ
ン
タ
ー
研
修
部
長
）
ほ
か

※
申
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

白
梅
学
園
大
学
教
育
・
福
祉
研

究
セ
ン
タ
ー
緯　
（
３
４
６
）
５
６
３
９
、

０４２

俊　

（
３
４
６
）
５
６
５
２

０４２

 
怯
パ
ソ
コ
ン
教
室　
　

月
の
募
集

１２

コ
ー
ス　

▽
自
由
コ
ー
ス
（
受
講
内
容
は

自
由
に
選
べ
る
個
人
授
業
方
式
）

※
年
賀
状
の
作
成
も
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ　

小
平
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー対　

象　

中
学
生
以
上

※
受
講
料
な
ど
、
詳
し
く
は
公
民
館
、
図

書
館
、
地
域
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
募
集
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

往
復
は
が
き
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
受
講
希

望
日
・
時
間
を
記
入
の
う
え
、
小
平
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
〒　

們
０
０
３

１８７

１　

小
川
東
町
四
丁
目
２
番
１
号
）
へ
緯

　

（
３
４
４
）
２
１
２
０
、
死ksc08@

０４２

opal.ocn.ne.jp

怯
シ
ル
バ
ー
ガ
イ
ド

▽
上
野
公
園
の
彫
刻
と
銅
像
等
か
ら
歴
史

と
文
化
を
再
確
認
す
る

と　

き　
　

月　

日
（
木
）　

雨
天
実
施

１１

２７

集　

合　

午
前
９
時　

分
、　

上
野
駅
公

３０

JR

園
口
改
札
口
を
出
て
東
京
文
化
会
館
前

コ
ー
ス　

東
京
文
化
会
館
前
們
国
立
西
洋

美
術
館
們
国
立
科
学
博
物
館
們
東
京
国
立

博
物
館
們
公
園
内
の
銅
像
們
清
水
観
音
堂

們
不
忍
池
們
弁
天
堂
們
上
野
駅　

約
４

㌔
㍍

※
解
散
は
午
後
０
時　

分
ご
ろ
、
上
野

３０

駅
。

費　

用　

参
加
料
６
百
円

持
ち
物　

飲
み
物

申
込
み　

小
平
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
へ
緯　

（
３
４
４
）
２
１
２
０

０４２
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

耐震・バリアフリー・省エネ改修を行った場合の減額措置
耐　震　改　修

・昭和５７年１月１日以前に建築された住宅
・現行の耐震基準に適合させるよう一定の要件を満たし（耐震基
準適合工事の証明が必要）、改修工事に要した費用が５０万円を超
える（平成２５年３月３１日までに契約した工事については３０万円以
上）耐震改修を施工

対　象

改修工事が完了した年の翌年度分から一定期間（最長で２年間）期　間
１戸当たり１２０㎡の床面積相当分までの家屋にかかる固定資産税
の２分の１を減額減税額

省エネ改修バリアフリー改修

・平成２０年１月１日以前に建築
された住宅
・一定の要件を満たし（省エネ
基準適合工事の証明が必要）、
改修工事に要した費用が５０万円
を超える（平成２５年３月３１日ま
でに契約した工事については３０
万円以上）省エネ改修を施工

・平成１９年１月１日以前に建築
された住宅
・６５歳以上の方、要介護または
要支援認定を受けている方、障
がいのある方のいずれかが居住
している
・一定の要件を満たし、改修工
事に要した費用（補助金などを
除く）が５０万円を超える（平成
２５年３月３１日までに契約した工
事については３０万円以上）バリ
アフリー改修を施工

対　象

改修工事が完了した年の翌年度分期　間
１戸当たり１２０愛の床面積相当
分（賃貸部分を除く）までの家
屋にかかる固定資産税の３分の
１を減額

１戸当たり１００愛の床面積相当
分（賃貸部分を除く）までの家
屋にかかる固定資産税の３分の
１を減額

減税額

※耐震改修による減額および新築住宅軽減との重複適用はできません。

（表１）控除の対象となる居住年と控除限度額
改正後現　行
平成２６年４月～
平成２９年１２月

平成２６年
１月～３月

平成２５年
１２月まで居住年

最高１３６，５００円最高９７，５００円控除限度額

（表２）軽減の対象となる年と税率
税　率対象年

１０％（軽減税率）
（所得税…７％、住民税…３％）平成２１年～２５年分

２０％（本則税率）
（所得税…１５％、住民税…５％）平成２６年分以降

（表３）法人税割の税率
税　率法人の区分

（資本金または出資金額別） 改正後現　行
９．７％１２．３％１億円以下
１２．１％１４．７％１億円超

（表４）原動機付自転車や二輪車など
改正後税率現行税率車種区分
２，０００円１，０００円総排気量５０cc以下

原動機付
自転車

２，０００円１，２００円総排気量５０cc超
９０cc以下

２，４００円１，６００円総排気量９０cc超
１２５cc以下

３，７００円２，５００円ミニカー

３，６００円２，４００円総排気量１２５cc超
２５０cc以下軽二輪

６，０００円４，０００円総排気量２５０cc超小型二輪
２，４００円１，６００円農耕作業用小型特殊

自動車 ５，９００円４，７００円その他
３，６００円２，４００円雪上車

（表５）軽四輪車など（三輪以上の軽自動車）
経年車の
税率（※）

改正後
税率現行税率車種区分

１２，９００円１０，８００円７，２００円自家用
乗用

四輪
以上

８，２００円６，９００円５，５００円営業用
６，０００円５，０００円４，０００円自家用

貨物
４，５００円３，８００円３，０００円営業用
４，６００円３，９００円３，１００円三輪

※初めて車両番号の指定を受けてから１３年を経過した車両。

（表６）対象となる資産と特例割合・取得期間
取得期間特例割合対象資産

平成２６年４月
１日～２８年３
月３１日

１／３汚水または廃液の処理施設

１／２大気汚染防止法に規定する
指定物質の排出抑制施設

１／２土壌汚染対策法に規定する
特定有害物質の排出抑制施設

平成２６年４月
１日～２９年３
月３１日

３／４
自然冷媒を利用した一定の
業務用冷凍冷蔵庫等　（ノン
フロン製品）

税
制
改
正
・
市
税
条
例
改
正

　

月
３
日（
水
）〜

１２
　
　
　

９
日（
火
）

市
民
活
動
支
援
公
募
事
業
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こ
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固
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税
を
減
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市
民
活
動
応
援
講
演
会

問合せ申込み内　容　ほかところと　き名称（企画・運営）
長谷川
☎０４２（３２２）
１２７７

当日、会場へ
内 １部、２部（生バンド）構成　
市内２０団体が日頃の練習成果
を発表

ルネこだい
ら大ホール

１１月２９日（土）
午後４時開演
３時３０分開場

第１３回ハワイアンフラフェ
スティバル
（小平市ハワイアンフラ連盟）

白井
☎０８０（３５５７）
０６３８
（夜間）

要入場整理券
曲 オセロ、「メリーウィドウ」セレ
クション、ディスコ・パーティ
ーほか　※指揮は、和田貴嗣。

ルネこだい
ら大ホール

１２月７日（日）
午後３時～５時
２時３０分開場

小平青少年吹奏楽団
第２９回定期演奏会

大崎
☎０４２（４９１）
７１８７

当日、会場へ
（４００人、先着順）

内 Ｊ．シュトラウスⅡ作曲・喜歌劇
「こうもり」小平版全２幕　有
名なオペレッタ「こうもり」を
楽しく演出（日本語上映）指揮
／佐々木弍奈　演出／井上肇

ルネこだい
ら中ホール

１２月７日（日）
午後３時～５時
３０分
２時３０分開場

小平・市民オペラ協会
第２８回定期公演

※詳しくは、公民館、図書館、地域センター、ルネこだいらなどに置いてあるパンフレットをご覧ください。費用は無料です。
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林弘樹さん
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